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111.最近の滋賀県下における

発掘調査の紹介

その4

27.伝説の村「天山村」を発掘

野洲町北桜北縦遺跡

この遺跡は野洲町大字北絡の東方、阿麻山の裾に広

がっていたと雷われる「天山村」および「天山寺」の

一部に当たると考えら九る.調::(f.1ま、間体営11場主主備

にf!ドう>1'前例代で、大きくこか所の商まりの張り出し
た所でirt械を検出した.北西側では、山に向かつて長
< I'雨前に庇を持っと々えられる割高JL柱建物をはじめ、
多くの純穴 .41・戸跡 .ft'liなどが硲認され、それに伴っ
て大量の中i!.tの日常・雄総が出土している。一部では、

弥生時代中JTI後半の遺物を出土するが、中世の切リ込

みがはげし〈、泊~f，'の性格については明らかでない。

な必、後に行った下手での調査でも、同時期の遺物を

含んだ府や潟、ピットなどが若干確認されている.一

方、東方の部分でも、 S脹合時代頃の多くの泌とともに、

織立性強物や土J~等が発見され、布目瓦片も採集され、

この別貸.It!!.のやや上流に~~，院が存ギE した可能性が強い。

ここでは、奈良時代近くの土焼募状の遺構もこか所検

出されている。

かつて、北桜のtむには逮3i{1!伎がいて御上神社に土鍋

を供えていたと岱われ、この地で土総を焼いていた可

自E性が考えられ、すき入りのがt土や水間部で大きな粘
土取り穴状の洛込みが数個lï~[~.されており、その関係

北桜遺跡

が注目される. (野洲町教行委民会 古川与志継)

28.須恵器の生産集落か

野洲町大篠原 夕日ヶ丘遺跡

大篠原成fit夕日ヶ丘の北方には 、 14~左の須lb;器策が

線認されているが、今回の開設は窯の前前に当る水回

を発搬した。新しいl時代からj般に記すと、霊長土床土下

には戦前まてオ史iつれていた水道官や、江戸時代以降の

水田の区画が検出された。

A3区には、平安時代末期閉め』成立柱建物4縦があ

り、柱穴の中から、土R市総の台付lIItや黒色土4怒鳴が出

土した.

B 9とAB-1314区には、同形、問丸長方形、 #i同

形の土擁(径2-3 m)針.が総量生 130基ほど検出され

た.土品質の中には、須恕総I手身 .J不i':t・短要員登 ・椴瓶

・5建等が出土している.珍しい遺物として、須恵器の
土S告が一点土嫌煙土最上層からみつかった.これらの

土療は、土機器、結ゴニ取りの穴、貯蔵穴等の可能性が

考えられる.

A23区には、巾約1.5mの泌が検出された.:IA土中

からは、少訟のm恕骨量と多品の裂を中心とする土防君事
が見られる.

土指揮者宇と鴻は 、 ~It r!~著書生産時期( 6世紀中築-7世

紀前期)に一致し、夕日ヶ丘北須恕苦手生産集認の一部

と考えられ、 付近に工房跡及びJ~'住地を推定させ、遺

物の散布から現在の長μのよ佐子高にまで広がる大生産集
落であるといってよいでJうろう。

B 78区の包含j習には 、 m忠告誌と共に、~j'{ ~:質のj也給

片が12、3点出土した.これらの地総片は、5世紀後

半に比定され、すぐ上にある台以に怪かれていたもの

か、 f泣給E撲の存在をうかがわせる.

B9には、いくつかのir;ち込みが検出され、少i誌の
須恋、r.まと共に古式土Mi総数片 ・t1ラス小玉l点が出土
した。

A4とB8区には、サヌカイト;/d]片が10点ばかり確

認され、 A4 区のビット jlP.:I..内から ~11!e.総の杯叢とと

もに、サヌカイトの縦刀明石総 l点が出土した.これ

は、長野県の縄文時代中lTl-後期遺跡に例があり、守

山市寺中遺跡にも悶じものが出土している。丘陵上に

縄文集落を想定したい.

(野洲町教行委只会 中川通士)
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小篠 原 遺跡

29.郡衝跡との関連か

野洲町小篠原 小篠原遺跡

小篠原遺跡は、野洲町の中心に位置する巡跡で、釘'

洲駅のT菊方、!日中山道にいたる区放を純聞とする。こ
の区域でも、都術錫:十位定地とされる所はおよそ南北に

納をもっ特殊条盟が存在する。今回、澗査対象となっ

たのはこの郷術跡級定地の北西端に当たる。昭和55年

度には今回の調査区と道路を ~gてた地点を総資してお

り、また小字名の*主主/f表。から郡術若手の存在が考え

られた。

さて、遺品憶については、第四層目から中世-後19J、重量

IUmlと思われる緋作者支が検出さ九ている。一区画とし

て磯訟できたものは南北にスキ痕をもっ約701X15m 

の焼絞のもので、その凶IJにはそれと直交する形てが|

作痕を検出した。そして、たぶん南北方向にスキ僚を

もっ耕作地に伴う携を東側IJの絢蕊区で磁認している。

ついで、中怯・の土燃を 2&検出。 1碁は後60cmの円形

をなし 、 俊明 JlJl 、 黒色土:~益城 、 羽釜告書・一指して検出し、

また-7iの土品質は、1.2mX70cmの1i Jf~ をなすもので、

2段に術られ、羽釜、フイゴ苦手が政認されてい ~o つ

いで、奈良時代、ちょうど郡術跡と関長liづけられる巡

桃として、大きく三鮮に分けるピ γ ト1件、これはおよ

そ南北方r"JにiLi:いもので、初i立総，建物群が想定されそ
れに伴う織も一条検出した。そして、その建物と同時

期!と考えられる木枠井戸も認められた。これは赤松材

を用いた凶附拶1;後止め縦板井戸と称されるものである。

陵商よリ百十14側の須恋総(有紫綬類張、柿・瓶芸5・がほぼ
完形で止にlニ)が出土している。

(野洲町教脊委員会 河合策子)

30.前方後方形周溝墓か

野洲町冨波字怠塚 冨波遺跡

詰?I主追跡!;I:過去数次による調査で弥生時代末(i立物

採集)-平安、鎌倉時代まで統〈集7喜朗、としてみとめ

られていた。今回、調査は、宅地造成に伴うものであ

り、現況は海抜約9301の水闘である。局聞に目を向け

ると 、近江でも発$.Wlに位wtイ寸けられる古詰波山古墳、

西約 50001には弥生時代中期~古漬I時代中期まで統〈

と考えられる五之A遺跡が近接している。

綱3笠当初 、 宮i皮起i跡の北限地と:t1~定し翻貨を進めて

いき、中世・のピット、減、 514a戸名手、生活の跡を知るニ

とが出来た。Ï'ìlì方後方型周総事~ ?は同一商、床土下で

初めて検出され、削平.tJ;t丘而に平安則のピットの織り

こみが見られること等から、平安JgJ以前には何らかの

要因でf!jIJ:i]Zをうけフラ γ トな而が形成されていたもの

と思われる。 tJ1丘の立ち上りや、後方昔II~J心{立の想定、

主体音11の掘方の痕跡等から見て、そんなに高い強土は

もたれていなかったと思われる。

特錯する奈は、周織がいわゆる相似形をとると震う

司王であるが、左右対粉、にならず、北fl!IJ周溝においては、

境J主主納税iに援行する。また前7if:l11先端に、泌状の土

扱を持つなど性絡については決め苦l~いが、それらが、

特に泊::13される。平而形態からは 4世紀後半-5世紀
初頭に位器付けられるが、土総を伴う巡紛の切りこみ

から、庄内終末~布i'.i't初のI時Jgjが与えられると思う。

年代1;1:、逃物の絶対量、坑丘剣平等から決めがたいが、

近江でも長ー古wlに属すると考えられる野扮|古墳鮮の中
で、 :ij1t也部殺lおの餅1j1J後方11:1を晃ーする境丘3与をどうと

らえるかが今後の大きな間匙iとなろう。

(野洲町教育委員会長井秀之)

31 .'大型倉庫跡

甲西町針新回 弁戸遺跡

井戸泣跡は、新設l県立甲商高校(f反称)の建設に伴

い、昭和57年 7月-58.{j'-2 月にかけて、 事箆FJ!~ .発妨i翻

査を笑砲した。司9r.t ~ll~ ~r西町針新国宇井戸に所イ1:する

逃跡である。ネ;鈎査では高校建設予定地の調査対象地

区に体育館(約430001') ・機袋(約2900m')、巡動場(

約140001')、自転車置:場(約400m')の合わせて約9000

m'の トレンチを設定し発繍調査を行った。

線五をの結集、体育館トレンチにおいて野洲川の氾滋

によるパラス堆積土機上に:tJiH立柱の位穴が多数検出で

きた。なかでも念康助tと忠、われる柱穴群が2棟分認め

られ、 1棟lま梁行2問 (3.601)X桁行3間 (4.801) 

の南北線、他 1傍!は梁行、桁行ともに3問(5.601)の

建物て¥ともに中央に来校を持っところから倉庫と忽

われるが、巡跡内での性格1;1:不明である。またこれら

の建物を区切るように数粂の滋が設、められた。同一itt
統制が広がる自転車協場 ・擁壁の西半においても問機

な百年といくらかの往穴が硲認されている。これらの巡

総而の|削甘いま出土泣物より 8世紀-9-1世紀にかけての
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弁戸遺跡

ものであった。機録音[IJ拒」廷の位澄に現地形通りの微i潟

地を折);認、この微高地上に庄内;{Ji留式並行WJの土総を
含む、竪穴式{主暦跡が2基と多数の柱穴、土品需を検出

した。うち 1 僚の住居閥、の床雨上南側~講のそばでは 、

底部第孔ー穴の蝋め自主苦11・ノl、製の鉢 ・ミニチュアの杯

が3倒体、立ったままの形で発見された。

運動場部 トレ ンチでは、線認調査ではあるが トレン

チを東聞に横切る様、な機が数条と若干の柱穴、不繋m
のj二燃が認められた。 H寺j切{立体育館 トレ ンチのi1i相官と

ほぼ同時期のもの と考えられる。(滋賀県教脊委員会

水戸税奔 ・(附滋賀県文化財保設協会清水尚)

32.戦国期~江戸期の屋敷跡

安土町石寺地先石寺八ノ坪遺跡

i調査は安二仁田T楽市楽Illi会館建設にi半う緊急、調査とし
て、工事の都合により 、一次、 二次にわたうて町教委

によ って行われた。翻3をf也{まti削 lの鋭、安土町石寺地
先にある。

調1tの結果、戦闘1tJJから江戸期の~数跡が検出され

た。~救助、 l ;t -iゴ担をもって区別され 、 司Z而形はi逆 L字

形を呈する。屋敷地内は三か所に区切られており、そ

石寺八ノ士干遺跡

の主主物は蓄を石残ち雄物であったらしく、各所に礎石や

その根石苦手が発見されたがその規絞等については現時

点では明石({P.ではなも、これらの建物跡はその内部につ

いては版築状に築土さnている。つま り、 IEI耕土上に
賞鵠色秒、を20-15cm組めこみ、その上部にしっくい;1犬

の白色粕質止を貼り、行滋をつくり赤側~二仁、決 - 1Yt

fお色粘i'fゴよなどを瓦!習にJ:日築してある。生お、その綾
上苦11には焼段片を多く含むiJF偽色1ニがあるが、 こtl.が
屋敷地の造成の|僚にi史め ζ まれたものか、あるいは後

1-1(にI也ならしされたかは明石立'ではないカヘそのさらに

上部にもう一履燐土層があ り、 これら建物跡が焼損し

た~p，;.I;t明らかであり、それがl減図争活しの由か、はたま

た後代の失火かについて現在考究中。屋敷地内にli石

談を持つ石緩みのI暗渠初7](施設がありそれは不[坂下を

くぐリ凶方へ延びていた。石;隠施設は30X20cm松波の

長桁問形の河原石を加工せずに積み上げたもので、三

I立~一段(;11:へ地が潟くなる)の娩娘、 三絞殺み上げた
古11分でbは約50cmの高さがある。出土i獲物はあま り多く

ないが、各般的磁絡の他、鉛.3三(鉄砲玉か)、刀の符え

金具などがある。 (JAj純文化財'セノター 松沢修)
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112.八日市市中羽田字西山所在の

八幡社古墳について

八i怖をt古:股は1f:t野山家主Eに位誼する前方後円墳の噴
Jf~ をとる後wl古:償であ J) 、 その先好な保存状況は湖東

11能ーであり、これに次ぐものは竜王町三区tiliJ宕銭古償を
おいて外にはない。内部に3つの術穴式石室をもつこ

とも特異である。それらの先u射止表のとおリである。
石君主は三2きが一度ょに造られたものではなく、 l号-
2号-3号のj頓に繊築されていったと予想される。な

お、没後に ζの特異な古:慣の主については、壬申の乱

で天智方から天武っちに寝返ったことで著名な羽留君・の

初先の姦ではなかったかと想像されるのてかみる。

この古墳群に関しては、与量丘iM殻図、地形i!¥lJf置図、

石室炎治IJ(惑が作成されており、いずれも学術上貴重な

資料であるため、 ここに米公開の八申書社古if.i椀丘illlJ議

図を紹介した。

なお、 この噴丘測量図l;ti!i:)1僚が八日市市役所の協力

を得て作成したものであ り、 古絞鮮の地形図や布~築

制IJf裂は紙憾の事11合で語~J愛するが、 それらについては 、

八日市市史編主主義が大谷大学学生の援助を得て作成し

たものである r八日市市史』第 1巻古代の巻末資料を

参照されたい。(丸山竜平、近藤 i銀、熱坂秀樹)

会長 24m

H可I]苦flJ陥 12m
4車内宮I\ ~ 12m 
泊~r}j書Ilì窃 3m
後内部i窃 4m 
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1号石室
金長 7.5rn
玄ffi_長 4.0"，
J/ J時五 2.0m 

H 高 2.3m

渋i猛反 3.5m
11 '1腐1.0rn
11 向1.201
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2号石室

全 長 6.0m 冨IJ室奥行1.3m

玄室長 3.0m

1/ 幅1.2m

1/ 高1.9m

苦笑道 長 3.0m 

1/ 

1/ 

幅1.0m

高 1.301

46号墳

10M 

-4-

幅 1.0m 

iui 1.5m 

3号石室

会 長 5.5m

玄室長 2.7m 

1/ 絡1.0m

1/ 高1.5m

決選長 2.8m

1/ 幅 0.7m

1/ i'Jj 1.1m 

八幡社古場群

墳丘測量図

20M 


